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第
59
回
通
常
総
代
会
開
催

▲議長を務めた浅川竹生さん

全８議案を可決承認
第
１
号
議
案　
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　
令
和
５
年
度
事
業
報
告
、
事
業
報
告
の
附
属
明
細
書
及
び
剰
余
金
処
分
案
の
承
認
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　
定
款
の
変
更
に
つ
い
て

第
４
号
議
案　
〔
定
款
附
属
書
〕
総
代
選
挙
規
程
の
変
更
に
つ
い
て

第
５
号
議
案　
令
和
６
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
計
画
の
設
定
に
つ
い
て

第
６
号
議
案　
令
和
６
年
度
賦
課
金
の
額
、
賦
課
の
方
法
、
徴
収
の
時
期
及
び
徴
収
方
法
の
決
定
に
つ
い
て

第
７
号
議
案　
令
和
６
年
度
に
お
け
る
理
事
及
び
監
事
の
報
酬
決
定
に
つ
い
て

第
８
号
議
案　
役
員
退
職
慰
労
金
の
支
給
に
つ
い
て

開
会
に
先
立
ち
、
千
國
茂
代
表

理
事
組
合
長
は
「
農
業
・
Ｊ
Ａ
は

歴
史
的
転
換
期
に
あ
る
。
総
代
の

み
な
さ
ん
と
と
も
に
こ
の
難
局
を

乗
り
越
え
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

議
長
に
は
浅
川
竹
生
さ
ん
を
選

任
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
は
、
春
先
の
凍

霜
害
や
夏
場
の
高
温
・
干
ば
つ
な

ど
の
異
常
気
象
に
よ
り
、
果
樹
を

中
心
に
結
実
不
良
が
見
ら
れ
る
な

ど
出
荷
数
量
に
甚
大
な
影
響
を
及

ぼ
し
た
も
の
の
単
価
高
に
よ
り
生

産
販
売
高
は
85
億
２
０
５
５
万
円

（
前
年
対
比
３
％
増
）
と
な
り
ま

し
た
。
開
設
か
ら
８
年
を
迎
え
た

大
型
農
産
物
直
売
所
「
安
曇
野
ス

イ
ス
村
ハ
イ
ジ
の
里
」
の
総
売
上

額
は
初
め
て
８
億
円
を
突
破
し
、

「
農
家
所
得
の
増
大
」
に
貢
献
し

た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
は
、
10
年
後
の
目

指
す
姿
の
実
現
に
向
け
た
「
Ｊ
Ａ

あ
づ
み
長
期
構
想
・
２
０
２
２
―

２
０
２
４ 

３
カ
年
計
画
」
の
総

仕
上
げ
の
年
と
な
る
こ
と
か
ら
、

積
極
的
な
組
合
員
と
の
対
話
活
動

を
通
じ
、主
要
事
項
で
あ
る
農
業・

組
織
・
経
営
基
盤
づ
く
り
に
組
合

員
と
一
丸
で
取
り
組
む
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

役
員
の
選
任
で
は
、
任
期
満
了

に
伴
い
理
事
23
人
、
監
事
５
人
を

選
任
し
ま
し
た
。
ま
た
、
退
任
役

員
18
人
に
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈

り
、
こ
れ
ま
で
の
功
績
を
称
え
ま

し
た
。

Ｊ
Ａ
運
営
の
新
体
制
に
つ
い
て

は
特
集
２
（
Ｐ
４
～
５
）
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　当 JAは 5月 30日、安曇野スイス村サンモリッツで第 59回通常総代会を開きました。
書面出席を含め 460名の総代が出席。令和５年度事業報告や令和６年度事業計画、役員
の選任など８つの議案を審議し、全て原案通り可決しました。また、「食料安全保障の強
化に向けた基本農政の確立と国民理解醸成にむけた緊急決議」が提案され、満場一致で承
認されました。
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▲感謝状と記念品を贈呈 ▲退任役員のみなさん（当日出席）

理事15名と監事４名が退任
　役員として協同組合の先頭に立ち、ご尽力いただいた方々が同日退任されました。総代会において、退任
役員には感謝状と記念品を贈りました。

代
表
理
事
組
合
長

千　
國　
　
　
茂
（
有　
明
）

常
務
理
事

丸　
山　
一　
友
（
全　
体
）

理
事

小　
坂　
明　
弘
（
西
穂
高
）

北　
林　
明　
彦
（
烏　
川
）

青　
栁　
　
　
仁
（
三　
田
）

上　
條　
秀　
夫
（
豊　
科
）

田　
中　
榮　
夫
（
南
穂
高
）

堀　
内　
宏　
和
（
上
川
手
）

手　
塚　
裕　
雄
（
高　
家
）

内　
川　
　
　
啓
（
明　
盛
）

鶴　
見　
武　
敏
（　
温　
）

榑　
沼　
秀　
隆
（　
梓　
）

奥　
原　
二
美
人
（
奈　
川
）

猿　
田　
孝　
江
（
全　
体
）

二　
村　
喜　
子
（
全　
体
）

代
表
監
事

丸　
山　
隆　
也
（
中　
部
）

監
事

青　
木　
充　
夫
（
南　
部
）

鰐　
川　
久　
史
（
全　
体
）

小　
林　
　
　
宏
（
北　
部
）

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

新役員の選任投票により決定
任期満了に伴う新役員選任投票が行われ、女性理事 3 名を含む理事 23 名と監事 5 名が選任されました。

▲所信を述べる新役員たち



4

2

代表理事組合長
（三田）

宮
みやざわ

澤　清
きよし

新体制が決まりました
５月30日、第59回通常総代会で新しい役員が選任さ

れ、翌31日の理事会及び監事会でJA運営の新体制が決定い
たしました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　）内は選任区域

代表理事専務理事
（全体）

内
う ち だ

田　信
しんいち

一

常務理事
（全体）

相
そ う ま

馬　和
わ き え

揮衛

常務理事
（全体）

降
ふりはた

籏　功
こういち

一
理　　事

理　事
（有明）

飯
いい ぬ ま

沼　正
まさ あ き

明

理　事
（豊科）

丸
まる や ま

山　隆
りゅ う や

也

理　事
（温）

小
こば や し

林　俊
と し お

夫

理　事
（北穂高）

武
た け い

井　重
し げ お

夫

理　事
（南穂高）

細
ほそ が や

萱　伸
しん

理　事
（小倉）

二
に む ら

村　豊
とよ ひ こ

彦

理　事
（穂高）

青
あお や ぎ

栁　治
おさむ

理　事
（上川手）

下
しも さ と

里　英
ひで ふ み

文

理　事
（倭）

福
ふく し ま

嶋　栄
ひ で お

雄

理　事
（西穂高）

齋
さい と う

藤　静
し ず こ

子

理　事
（高家）

中
なか じ ま

島　康
やす た か

尊

理　事
（梓）

二
に む ら

村　恵
めぐみ

理　事
（北部）

西
にし や ま

山　直
な お み

美

理　事
（中部）

丸
まる や ま

山　明
あ き こ

貴子

理　事
（島々・大野川）

奥
おく は ら

原　一
いち ろ う

郎

理　事
（烏川）

平
ひらばやし

林　玲
れ い こ

子

理　事
（明盛）

降
ふり は た

旗　賢
け ん じ

司

理　事
（奈川）

南
みなみ

　大
や ま と

和

理　事
（南部）

中
なか じ ま

嶋　篤
あ つ み

美
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ＪＡ常勤役員担い手農家訪問
意見・要望汲み上げＪＡ運営に反映

当 JA では、長期構想・2022-2024 3 ヵ年計画の主要
施策の一つ、組合員との対話活動によるメンバーシップ強
化に力を入れています。従来から取り組んできた地域ごと
に開催する支所別総代懇談会などに加え、くらしの活動の
展開など組合員の声を JA 事業などに反映できるように取
り組んでいます。

宮澤清代表理事組合長ら常勤役員は６月10日から５日
間、管内の担い手農家を訪問しました。地域の中核となる
担い手を訪ね、生産現場の現状や課題を整理するとともに
ＪＡとの結びつきの強化を図るため行いました。

期間中は、約 60 件の農家を訪問。梨やりんごを栽培す
る果樹農家からは「繁忙期の労力確保に苦慮している。農
地継承や後継者対策も待ったなし。JA にはそうした面で
力を貸してほしい」との要望がありました。

宮澤組合長は「対話活動は、農家の要望や意見を集約し、
地域農業の現状や課題を把握する貴重な機会。効果的な施
策を考えて、これらの声を含んだＪＡ事業を展開していき
たい」と話しました。

代表監事
（南部）

大
おおむかい

向　弘
ひろあき

明

常勤監事
（全体）

河
かわかみ

上　芳
よしまさ

正

監事
（北部）

横
よこやま

山　甲
たかし

監事
（中部）

内
う ち だ

田　正
まさとし

俊

監事
（員外）

中
なかむら

村　一
か ず お

雄



6

農業大賞に株式会社かまくらや

【後継者大賞】【後継者大賞】【未来開拓賞】

板
いた

　花
はな

　克
かつ

　文
ふみ

　さ　ん鶴
つる

　見
み

　亮
りょう

　太
た

　さ　ん山
やま

　田
だ

　太
た

　一
いち

　さ　ん

主
催
者
の
宮
澤
清
組
合
長
は
「
こ
の
褒

賞
は
、
創
立
55
周
年
の
節
目
に
企
画
し
、

実
施
し
て
き
た
。
組
合
員
か
ら
好
評
を
得

た
一
方
で
、
発
掘
す
べ
き
人
材
は
ま
だ
ま

だ
地
域
に
多
く
い
る
と
い
う
意
見
も
出
て

き
た
。
来
年
度
の
創
立
60
周
年
ま
で
第
２

期
と
し
て
継
続
し
、
地
域
の
農
業
振
興
に

繋
げ
る
」と
挨
拶
し
ま
し
た
。創
立
55
周
年

の
令
和
元
年
か
ら
通
算
５
回
目
の
開
催
。

授
与
式
で
は
、
審
査
委
員
長
を
務
め
た

映
画
監
督
の
河
崎
義
祐
さ
ん
か
ら
「
農
業

大
賞
」
の
株
式
会
社
か
ま
く
ら
や
（
＝
藤

本
孝
介
代
表
取
締
役
社
長
）、「
後
継
者
大

賞
」の
板
花
克
文
さ
ん
と
鶴
見
亮
太
さ
ん
、

「
未
来
開
拓
賞
」
の
山
田
太
一
さ
ん
に
表

彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
５

月
下
旬
に
行
っ
た
審
査
会
で
11
人
の
候
補

者
の
中
か
ら
各
部
門
の
受
賞
者
を
決
め
ま

し
た
。

受
賞
者
に
よ
る
事
例
発
表
も
行
わ
れ
、

農
業
大
賞
を
受
賞
し
た
同
社
の
藤
本
社
長

は
「
安
曇
野
の
地
の
利
を
生
か
し
、
良
質

な
農
産
物
を
安
定
供
給
で
き
る
よ
う
Ｊ
Ａ

ら
と
協
力
し
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と

力
を
込
め
ま
し
た
。

ま
た
、農
研
機
構
の
梅
本
雅
さ
ん
や
Ｊ
Ａ

長
野
中
央
会
営
農
農
政
部
の
横
澤
秀
紀
主

任
調
査
役
に
よ
る
講
演
も
行
い
ま
し
た
。

　当ＪＡとＪＡあづみ農政協議会は６月１５日、安曇野市の安曇野スイス村サンモリッツで「第
５回安曇野の農業を守り、つなぐ農業者のつどい」を開き、農家組合（くみあい会）長や各部
会代表、同協議会委員、ＪＡ役職員ら約２００人が出席しました。
　５月下旬の審査会で選出した「５５年目の発掘と褒賞“第２期”」の受賞者４名と推薦者４名を
表彰。褒賞を通じて、地域農業の更なる振興を目指します。

※受賞者の紹介や評価のポイントなどはスマイル 8 月号に掲載いたします。

地域の優れた農家にスポットを　第５回農業者のつどい開催

第2期

5555
年
目
の
発
掘
と
褒
賞

年
目
の
発
掘
と
褒
賞

5555
年
目
の
発
掘
と
褒
賞

年
目
の
発
掘
と
褒
賞

55
年
目
の
発
掘
と
褒
賞

創
立
創
立
6060
周
年
記
念
企
画

周
年
記
念
企
画

創
立
創
立
6060
周
年
記
念
企
画

周
年
記
念
企
画

3
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安曇野スイス村安曇野スイス村
ハイジの里ハイジの里

多彩な催し客足増える　２日間で５３１６人

周
年
祭
期
間
中
の
レ
ジ
通
過
者
は
５
３
１
６
人
（
前

年
対
比
２
０
２
人
増
）、
売
上
高
１
０
５
１
万
円
（
同

比
32
万
増
）
と
と
も
に
増
加
し
ま
し
た
。
店
内
商
品
を

２
０
０
０
円
以
上
購
入
し
た
先
着
２
０
０
名
に
花
の
小

鉢
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
日
頃
の
ご
愛
顧
に
感
謝
を
伝
え

ま
し
た
。

今
年
も
店
頭
特
設
ブ
ー
ス
で「
ネ
オ
ア
ー
ス
」や「
甘

70
」
の
玉
ね
ぎ
袋
を
販
売
。
好
調
な
売
れ
行
き
で
、
初

日
は
用
意
し
た
６
０
０
袋
が
１
時
間
30
分
ほ
ど
で
完
売

す
る
な
ど
大
盛
況
で
し
た
。

玉
ね
ぎ
袋
を
買
っ
た
東
京
都
の
新
田
美
里
さ
ん
は「
家

族
み
ん
な
安
曇
野
の
玉
ね
ぎ
が
大
好
き
で
毎
年
買
い
に

来
て
い
る
。
物
価
高
で
袋
売
り
は
大
変
助
か
る
。
早
速

玉
ね
ぎ
ス
テ
ー
キ
で
食
べ
た
い
」
と
嬉
し
そ
う
に
話
し

ま
し
た
。

店
内
入
口
付
近
に
あ
る
セ
ン
タ
ー
キ
ッ
チ
ン
で
は
、

約
40
㌔
の
生
本
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
鮮
魚
店
の
割
裁
人
が
専
門
の
包
丁
で
手
際
よ
く
さ

ば
く
と
来
場
者
か
ら
歓
声
が
あ
が
り
、
マ
グ
ロ
な
ど
の

写
真
を
撮
る
親
子
連
れ
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
女
性
部
に
よ
る
新
玉
ね
ぎ
ス
ー
プ
の
振

る
舞
い
も
あ
り
、
試
食
し
た
来
場
者
は
「
甘
く
て
お
い

し
い
」
と
大
喜
び
で
、
部
員
に
作
り
方
な
ど
聞
い
て
い

ま
し
た
。

ハ
イ
ジ
の
里
の
後
藤
祐
輔
セ
ン
タ
ー
長
は
「
初
め
て

の
利
用
客
に
は
ハ
イ
ジ
の
里
フ
ァ
ン
に
、
リ
ピ
ー
タ
ー

に
は
魅
力
を
再
確
認
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　当ＪＡは６月８日から２日間、安曇野市豊科の大型農産物直売所「安曇野スイス村ハイジの里」でオープ
ン８周年を記念した「周年祭」を開きました。
　安曇野産新玉ねぎやキュウリ、リーフレタスなど旬の農産物を販売したほか、柑橘類の詰め放題やマグ
ロの解体ショー、全国の提携直売所によるご当地商品の販売など多彩な催しに、多くの買い物客で賑わい
ました。

周年祭周年祭周年祭周年祭4
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安全・安心！！  健康農作物づくり  
豊かな安曇野の大地が育てる安全・安心な自然の恵み。皆さんと一緒に元気な農業をお手伝い！

『
適
正
着
果
量
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
』

５
月
の
凍
霜
害
や
強
風
、集
中
降
雨
に

よ
り
、サ
ビ
な
ど
の
果
実
被
害
が
見
ら
れ

る
た
め
、で
き
る
限
り
障
害
の
軽
い
も
の

を
残
し
適
正
着
果
量
を
確
保
す
る
様
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。予
備
摘
果
、仕
上
げ

摘
果
と
進
め
て
来
た
作
業
も
終
盤
と
な

り
ま
す
。仕
上
げ
摘
果
終
了
後
は
、再
度

園
地
を
見
回
る
見
直
し
摘
果
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

り
ん
ご

今
月
は
花
芽
分
化
に
と
っ
て
大
切
な
月

で
す
。ま
だ
仕
上
げ
摘
果
が
終
了
し
て
い

な
い
園
で
は
急
い
で
仕
上
げ
摘
果
を
済
ま

せ
て
下
さ
い
。品
種
に
よ
っ
て
は
サ
ビ
果
の

発
生
が
目
立
ち
ま
す
の
で
、見
直
し
摘
果

を
行
う
時
に
は
整
形
で
障
害
の
少
な
い
果

実
に
揃
え
る
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

梨
小
玉
、変
形
、障
害
果
を
減
ら
す
た
め
、

引
き
続
き
補
正
摘
果
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

着
果
量
の
確
保
を
心
が
け
な
が
ら
、で
き

る
限
り
障
害
の
軽
い
も
の
を
残
し
て
下
さ

い
。ま
た
、翌
年
の
結
果
枝
作
り
の
た
め

に
、新
梢
誘
引
作
業
を
行
っ
て
下
さ
い
。

ぶ
ど
う

摘
房
・
摘
粒
作
業
の
仕
上
げ
と
な
り
ま

す
。着
果
過
多
や
大
房
に
な
る
と
成
熟
が

遅
れ
ま
す
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。果
粒

に
水
が
ま
わ
り
、ト
ビ
玉
が
出
始
め
た
ら

袋
掛
け
を
始
め
て
下
さ
い
。

桃
早
生
種
の
収
穫
が
始
ま
り
ま
す
。葉
摘

み
作
業
や
反
射
シ
ー
ト
を
敷
く
着
色
管

理
が
遅
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。ま

た
、中
生
種
も
生
育
状
況
に
合
わ
せ
て
着

色
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

プ
ル
ー
ン
・
す
も
も

早
生
種
の
収
穫
期
と
な
り
ま
す
。品
種

ご
と
の
成
熟
特
性
（
外
観
、食
味
、品
質
）

を
確
認
し
、適
期
収
穫
に
努
め
て
下
さ
い
。

詳
し
く
は
、各
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
果
樹

指
導
員
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
月
は
、病
害
虫
が
発
生
し
や
す
い
月

と
な
り
ま
す
。栽
培
さ
れ
て
い
る
植
物
に

害
虫
や
病
気
が
発
生
し
て
い
な
い
か
を
こ

ま
め
に
観
察
し
て
く
だ
さ
い
。病
害
虫
の

発
生
が
見
ら
れ
た
場
合
は
、速
や
か
に
農

薬
防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。病
気
に
関
し

て
は
、発
病
前
の
予
防
が
大
切
に
な
り
ま

す
の
で
、予
防
防
除
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

農
薬
散
布
を
実
施
す
る
場
合
は
、ご
使

用
に
な
る
農
薬
ラ
ベ
ル
の
記
載
事
項
を

遵
守
す
る
と
と
も
に
、散
布
日
は
風
が
無

く
、気
温
が
低
い
朝
方
か
夕
方
に
行
い
ま

し
ょ
う
。殺
虫
剤
、殺
菌
剤
も
当
然
に
な

り
ま
す
が
、除
草
剤
の
散
布
時
は
、特
に

隣
接
作
物
へ
の
農
薬
散
布
防
止
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。

●
農
薬
商
品
の
ご
紹
介

高
品
質
野
菜
を
栽
培
す
る
た
め
の
技

術
と
し
て
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

『
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
：
マ
ラ
ソ
ン
乳
剤
』

ト
マ
ト
・ナ
ス
・
キ
ュ
ウ
リ

『
ダ
ニ
：
マ
イ
ト
コ
ー
ネ
フ
ロ
ア
ブ
ル
』

ト
マ
ト
・ナ
ス
・
キ
ュ
ウ
リ

『
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
：
デ
ィ
ア
ナ
Ｓ
Ｃ
』

ト
マ
ト
・ナ
ス
・
キ
ュ
ウ
リ

『
灰
色
か
び
病
：
ダ
コ
ニ
ー
ル

１
０
０
０
』ト
マ
ト
・ナ
ス・
キ
ュ
ウ
リ

『
う
ど
ん
こ
病
：
ト
リ
フ
ミ
ン
水
和
剤
』

ト
マ
ト
・ナ
ス
・
キ
ュ
ウ
リ

『
べ　

と　

病
：
ベ
ト
フ
ァ
イ
タ
ー
顆

粒
水
和
剤
』た
ま
ね
ぎ・ね
ぎ・
キ
ュ
ウ
リ

殺
菌
剤
に
は
、予
防
薬
と
治
療
薬
が
あ

り
ま
す
。病
気
が
発
病
し
て
し
ま
っ
た
場

合
は
、治
療
薬
の
散
布
を
お
す
す
め
し
ま

す
。病
気
に
よ
っ
て
傷
ん
で
し
ま
っ
た
部

分
は
復
活
し
ま
せ
ん
が
、病
気
の
進
行
を

止
め
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。ご
紹
介
し
た

農
薬
以
外
に
も
栽
培
さ
れ
て
い
る
対
象

作
物
に
登
録
の
あ
る
農
薬
を
多
数
ご
用

意
し
て
お
り
ま
す
。

ご
使
用
さ
れ
る
農
薬
の
正
し
い
使
い

方
な
ど
、詳
し
く
は
各
地
域
営
農
セ
ン

タ
ー
又
は
、各
地
区
担
当
指
導
員
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
梓
川
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
課
長
代
理　

榑
沼
友
和
）

▲見直し摘果で大きな
サビ果や肥大不良果
を落とし果実を揃える

（
梓
川
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー　

唐
澤　

久
智
）

害
虫『
適
用
病
害
虫
・
商
品
名
・
登
録
作
物
名
』

病
気『
適
用
病
害
虫
・
商
品
名
・
登
録
作
物
名
』
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営農メモあづみ野豊穣

今
月
は
穂
肥
の
散
布
時
期
と
な
り
ま

す
。
ま
た
苗
箱
施
薬
の
効
果
に
よ
る
葉

い
も
ち
の
防
除
効
果
の
切
れ
る
時
期
と

な
っ
て
き
ま
す
。
穂
肥
や
防
除
適
期
を

逃
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。、

《
１
回
目
》

あ
き
た
こ
ま
ち
・
も
ち
ひ
か
り
・
風

さ
や
か
・
・
Ｎ
Ｋ
２
０
１
号　

15
㎏

幼
穂
長　

２
㎜

美
山
錦
・
・
Ｎ
Ｋ
２
０
１
号　

15
㎏

幼
穂
長
10
㎜

コ
シ
ヒ
カ
リ
・
・
Ｎ
Ｋ
２
０
１
号　

10
㎏　

幼
穂
長
10
㎜

《
２
回
目
》（
１
回
目
実
施
よ
り
１
週
間
後
）

「
あ
き
た
こ
ま
ち
・
も
ち
ひ
か
り
・
風

さ
や
か
」・
・
Ｎ
Ｋ
２
０
１
号　

15
㎏

「
美
山
錦
」・
・
Ｎ
Ｋ
２
０
１
号　

10
㎏

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」・
・
固
形
１
３
６
号
30
㎏

《
省
力
穂
肥
１
回
体
系
》

Ｎ
Ｋ
ゴ
ー
ル
ド
パ
ワ
ー　

25
㎏

（
コ
シ
ヒ
カ
リ
穂
肥
１
回
タ
イ
プ
）・・・

幼
穂
長
10
㎜

※
注
意
点
と
し
て
は
、
田
植
え
の
時
期

や
標
高
差
に
よ
り
生
育
に
差
が
出
ま
す

の
で
、
実
施
前
に
は
必
ず
水
田
に
入
り
、

幼
穂
長
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
早
す

ぎ
る
穂
肥
の
実
施
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
で

は
下
位
節
間
を
伸
ば
す
た
め
倒
伏
の
原

因
と
な
り
、
遅
い
穂
肥
は
品
質
の
低
下

に
繋
が
り
ま
す
の
で
、
注
意
を
お
願
い

し
ま
す
。

近
年
の
等
級
低
下
の
一
因
に
高
温
障

害
に
よ
る
胴
割
粒
や
白
未
熟
粒
が
あ
り

ま
す
。
胴
割
れ
に
つ
い
て
は
出
穂
期
か
ら

10
日
間
の
最
高
気
温
の
平
均
が
30
℃
以

上
に
な
る
と
発
生
し
や
す
く
、
白
未
熟

は
出
穂
後
20
日
間
の
平
均
気
温
が
25
℃

～
26
℃
以
上
に
な
る
と
多
発
し
ま
す
。

◆
高
温
障
害
発
生
軽
減
対
策
（
水
管
理
）

出
穂
期
以
降
10
日
間
程
度
水
田
の
気

温
を
１
～
２
℃
程
低
下
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
白
未
熟
粒
や
胴
割
れ
の
軽
減
効
果

が
期
待
出
来
る
た
め
、
差
し
水
や
か
け

流
し
等
で
の
圃
場
の
水
温
の
低
下
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

　
昨
年
の
夏
は
、
高
温
干
ば
つ
の
影
響

も
あ
り
「
い
も
ち
病
」
に
つ
い
て
は
発

生
の
少
な
い
年
で
し
た
。
現
在
の
予
報

で
は
７
月
は
、
曇
天
が
続
き
雨
も
多
い

見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
も
ち
の

発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
注
意
・

防
除
と
も
に
お
願
い
し
ま
す
。

８
月
は
平
年
同
様
晴
天
の
日
が
多
い

の
で
す
が
、
降
水
量
は
平
年
並
ま
た
は

多
い
予
報
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
昨

年
い
も
ち
病
の
発
生
し
た
圃
場
等
は
再

発
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
・

防
除
を
お
願
い
し
ま
す
。

近
年
は
、
紋
枯
病
の
発
生
圃
場
も
散

見
さ
れ
、
ま
た
夏
場
の
異
常
高
温
に
よ

り
盆
頃
に
も
上
位
葉
付
近
の
紋
枯
病
も

散
見
さ
れ
ま
す
。
前
年
発
生
し
た
圃
場

に
つ
い
て
は
、
注
意
を
し
て
頂
き
、
防

除
も
お
願
い
し
ま
す
。

カ
メ
ム
シ
は
飛
行
距
離
の
長
い
ア
カ

ヒ
ゲ
ホ
ソ
ミ
ド
リ
カ
ス
ミ
カ
メ
が
当
Ｊ

Ａ
管
内
に
は
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
地

域
で
畔
草
刈
り
を
揃
え
て
実
施
す
る
事

に
よ
り
、
カ
メ
ム
シ
を
本
田
に
入
れ
な

い
予
防
と
な
り
ま
す
の
で
畔
草
刈
り
は

７
月
21
日（
日
）ま
で
に
終
わ
ら
せ
る
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
水
田
内
に
ホ
タ
ル
イ
が
発
生
し

て
い
る
圃
場
で
は
、
カ
メ
ム
シ
の
被
害

が
多
く
な
り
ま
す
の
で
抜
取
り
等
の
対

策
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
月
中
旬
ま
で
に
は
、各
地
区
で
水
稲

現
地
指
導
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。幼
穂
長

の
見
方
や
今
後
の
管
理
指
導
等
を
内
容

と
し
て
い
ま
す
。詳
し
い
日
程
は
各
地
区

営
農
セ
ン
タ
ー
に
ご
確
認
下
さ
い
。

施
肥
量（
10
ａ
換
算
）散
布
時
期

高
温
障
害
対
策

い
も
ち
病
対
策

カ
メ
ム
シ
対
策

（
三
郷
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
課
長
代
理　

逸
見　

守
信
）
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▲センターキッチンで試食販売した「DRES SING」

　当JAと、カフェ・宿泊施設を併設する安曇野市穂高の KIIIYA
（キーヤ）は、安曇野産の食材を使った新商品「DRES SING」
を協働開発しました。１本140㎖ 税込800円。

　当 JA が独自の加工品を手掛けるのは 7 年ぶりで、22 日には安曇野ス
イス村ハイジの里でお披露目も兼ねて販売しました。
　新鮮なアスパラガスやトマト、キュウリなどが並んでいるセンターキッチ
ンでは、カットされた野菜やサラダチキンにドレッシングをかけて、来場者
に試食販売を実施。キーヤはキッチンカーでドレッシングに合う料理を販売
しました。ドレッシングをセットで買った来場者は「パッケージが可愛いの
で普段使いだけでなく、お土産にも喜ばれそう」と好評でした。

6月
22日

feel azumino
公式インスタグラム

5
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すまいる情報チャンネル 季節を暮らしのエッセンスに
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果実選果所で働いてみませんか
　安曇野ブランドの果実を全国各地へお届けするため、一緒に働いてくれる季節スタッ
フを募集します。（8 月初旬頃から 12 月 20 日頃まで）

▶勤務場所
　果実中央選果所（安曇野市三郷温１２83）
　果実南部選果所（松本市梓川梓４７３５）
　果実小倉選果所（安曇野市三郷小倉３４７８-１）

▶条件
（１）賃　　金　時給1,010円（950＋60円～）
（２）手　　当　休日・特殊・精勤・繁忙・年末
　　　　　　　 通勤手当あり

（３）通　　勤　マイカー通勤可
（４）勤務時間　午前８時～午後５時

▶募集要因
　リンゴなどの選果・荷造り業務・製品積込み
作業をお願いします。
　男女問わず、幅広い年代の方々が活躍でき
るお仕事です。未経験者大歓迎。

（定員に達し次第募集を終了します）

▶お問い合わせ、お申込み
　果実中央選果所　℡ 77―３３０６
　果実南部選果所　℡ 78―３０１４
※（受付は　月～金　午前９時～午後４時）
※電話等でご連絡いただければ勤務内容等について

ご相談をお受けいたします。
※面接時は自筆履歴書（写真添付）をご持参ください。
　面接日は追ってご連絡いたします。

女性が元気に働いている職場です

ジュース・ワインの製造業務スタッフ（正社員・アルバイト）を募集いたします

急募 経験者優遇 フォークリフト免許お持ちの方大歓迎

【お問い合わせ】
株式会社あづみアップル	
〒399-8201 安曇野市豊科南穂高 5567-5
電話番号 0263-73-5532（管理部）
メール：info@swissmurawinery.com
HP：https://www.swissmurawinery.com 

仕事内容

・ジュース、ワインの製造業務全般
・自社農園の栽培、収穫作業
・醸造作業補助
・商品の検品、梱包、出荷作業
・倉庫等への運搬作業（2トントラック、軽トラック）
・工場内の清掃
・棚卸業務（毎月末に実施します）

給　　与 経験、能力に応じて決定いたします（詳しくは面接にて）
※ 3 ヶ月間の試用期間があります

勤務時間 フルタイム　8：30～17：00（休憩1時間・午後15分）
基本週５日勤務（当社カレンダーによる）

福利厚生 交通費支給（上限あり）、有給休暇、社会保険完備
応募資格 とくにありませんが食品製造業務経験者大歓迎です
応募人数 若干名

勤 務 地
株式会社あづみアップル　本社工場

（〒399-8201　長野県安曇野市豊科南穂高5567-5）
または、梓川ジュースセンター

（〒390-1702　長野県松本市梓川梓4764-2）
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すまいる情報チャンネル

募集作品

応募受付

賞

JAあづみ管内（安曇野市穂高・堀金・豊科・三郷地区と松本市梓川・島 ・々大野川奈川
地区）の農作業風景や伝統（文化・食・工芸・祭りなど）が含まれ季節感のある作品。
未発表写真に限ります。デジタルカメラでの応募は 500 万画素以上で撮影されたもの
を望みます。
※入賞作品は、JA オリジナルカレンダー、JA あづみホームページ等に
　活用します。
令和 6年 8月 1日（木）から 8月 31日（土）まで（当日消印有効）
金賞・銀賞含めた各賞
※詳しくは、スマイル 8 月号に掲載いたします。

お問い合わせは、総務課フォトコンテスト事務局（☎ 72-2930）まで

フォトコンテスト詳細

JAあづみ
2023フォトコンテスト
金賞 「豊穣を祈って」　

ＪＡファームみどりの店からのお知らせ
過酷な夏の暑さ対策、 快適な作業環境のために！

バートル「バートル「エアークラフトエアークラフト」」
　バッテリー・ファンは京セラ製、最大級の高出力
22V バッテリーで涼しさ No.1！  撥水加工、UV カ
ット、遮熱効果のアルミコーティング。衣服内に空
気を取り入れて循環させることで体表面の汗が蒸発、
その気化熱で体を冷やして清涼な着心地を提供しま
す。風力は 4 段階に切替可能、半袖ブルゾンまたは
ベスト、バッテリー・ファンのセット

【税込＝ 22,540 円～】

水冷式ベスト「アイスマンベスト」水冷式ベスト「アイスマンベスト」

【税込＝ 21,780 円】

　「水」と「ペットボトル」を入れるだけの簡単操作
で冷たい水が体中をかけめぐります。
　背中・肩・脇を約 1 時間 30 分～ 2 時間しっかり
冷やします。
　冷凍ペットボトルを入れ替えるだけで、冷たさすぐ
に復活！約 12 時間稼働する専用バッテリー付き。

空調服空調服

季節商品のため、品切れの際はご容赦ください。

【初開催】親子で食農！農家見学ツアー
　当ＪＡ管内の親子を対象に、農業や食の大切さを知ってもらうため地元の農家見学・収穫体験ツアーを下
記の通り実施いたします。

【開催日時】令和 6 年 8 月 10 日（土）9 時～
【内　　容】夏秋いちごのハウスやりんご・桃園、安曇野スイス村ハイジの里の見学など
【募集人数】親子 20 名程度。当ＪＡ管内（安曇野市穂高・堀金・豊科・三郷地区、松本市梓川・奈川・大野川
　　　　　 安曇地区）にお住まいの方、又は当ＪＡ組合員。原則親子での参加とし、児童は小学生以上と
　　　　　 します（未就学児については要相談）

【募集期間】7 月 26 日（金）まで　※定員になり次第終了
【参 加 費】・大人ひとり 3,000 円（参加者本人が当 JA 組合員の場合 2,000 円）
　　　　　・子供ひとり 1,000 円

【連 絡 先】総務開発事業部総務課組織くみあい員センター（☎ 0263-72-2930）

写　真
大募集
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Hot Report

安
曇
野
市
三
郷
の
降
旗
賢
司
さ
ん
の
田
ん
ぼ
で
、
米
の

豊
作
を
祈
願
す
る
田
楽
太
鼓
の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

松
本
市
の
本
郷
若
獅
子
太
鼓
の
小
学
生
15
人
が
力
い
っ

ぱ
い
太
鼓
の
音
色
を
響
か
せ
ま
し
た
。

降
旗
さ
ん
は
浅
間
温
泉
火
焔
太
鼓
保
存
会
の
副
会
長
を

務
め
、子
供
た
ち
に
若
獅
子
太
鼓
を
指
導
し
て
い
ま
す
。東

日
本
大
震
災
の
あ
っ
た
年
に
復
興
を
願
っ
て
始
め
ま
し
た
。

５
回
実
施
し
た
後
は
休
止
し
て
い
ま
し
た
が
、年
始
に
能

登
半
島
地
震
が
あ
り
９
年
ぶ
り
に
再
開
し
ま
し
た
。降
旗
さ
ん
は
「
米

の
豊
作
と
被
災
地
の
復
興
を
祈
願
で
き
た
。子
供
た
ち
に
も
農
業
が

無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
だ
と
伝
え
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
管
内
で
、ひ
ま
わ
り
の
出
荷
が
本
番
を
迎
え
ま
し

た
。令
和
６
年
度
は
栽
培
戸
数
45
戸
で
、販
売
計
画
は
２
１
０

０
万
円
。出
荷
量
は
45
万
本
を
見
込
ん
で
お
り
、７
月
中
下

旬
を
ピ
ー
ク
に
関
西
や
中
京
方
面
の
市
場
へ
出
荷
し
ま
す
。

出
荷
最
盛
期
を
前
に
安
曇
野
市
堀
金
の
そ
菜
特
産
流

通
セ
ン
タ
―
で
出
荷
目
揃
い
会
を
開
き
ま
し
た
。
生
産
者

ら
約
20
人
が
参
加
、
販
売
情
勢
や
出
荷
規
格
、
荷
造
り
方

法
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

太
田
明
久
さ
ん
は
「
見
た
目
通
り
元
気
が
出
る
花
な
の

で
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
他
に
も
部
屋
に
飾
っ
て
楽
し
ん
で
欲

し
い
」
と
願
い
ま
し
た
。

安
曇
野
市
堀
金
に
あ
る
堀
井
勇
司
さ
ん
（
＝
Ｊ
Ａ
あ
づ

み
夏
秋
い
ち
ご
部
会
）の
い
ち
ご
ハ
ウ
ス
で
Ｓ
Ｂ
Ｃ
信
越
放

送
の
「
ず
く
だ
せ
テ
レ
ビ
（
生
放
送
）」の
収
録
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

堀
井
さ
ん
は
、取
材
で
訪
れ
た
リ
ポ
ー
タ
ー
の
熊
谷
志

帆
さ
ん
に
夏
秋
い
ち
ご
の
魅
力
や
新
開
発
し
た
品
種
の
特

徴
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

新
品
種
を
試
食
し
た
熊
谷
リ
ポ
ー
タ
ー
は
「
香
り
が
強

く
て
瑞
々
し
い
。甘
く
て
と
っ
て
も
美
味
し
い
」と
笑
顔
で
リ
ポ
ー
ト
。

堀
井
さ
ん
は
「
今
ま
で
の
品
種
に
比
べ
て
香
り
が
強
く
、糖
度
が
高
い

の
が
特
徴
で
す
ね
」と
解
説
し
ま
し
た
。

安
曇
野
市
と
連
携
し
た
取
り
組
み「
手
作
り
お
弁
当
の
日
」

に
合
わ
せ
て
、市
立
豊
科
東
小
学
校
６
年
生
28
人
に
、市
内
の

生
産
者
が
育
て
た
旬
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
提
供
し
ま
し
た
。

同
市
で
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
市
内
小
中
学
校
17
校
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
提
供
し
た
食
材
を
使
っ
て
児
童
自
ら

お
弁
当
を
つ
く
る
こ
と
で
、
地
元
の
農
産
物
や
農
業
、
地

産
地
消
な
ど
へ
の
関
心
を
高
め
よ
う
と
企
画
。

同
校
で
贈
呈
式
が
開
か
れ
、Ｊ
Ａ
職
員
が
代
表
児
童
に

旬
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
約
２
０
０
本
を
手
渡
し
ま
し
た
。販
売

開
発
課
の
三
石
祥
代
さ
ん
は
「
お
弁
当
に
入
れ
た
り
し
て

美
味
し
く
味
わ
っ
て
欲
し
い
」と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

安
曇
野
市
三
郷
の
り
ん
ご
農
家
帯
刀
洋
亮
さ
ん
の
園
地

で
農
業
体
験
講
座「
あ
ぐ
り
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル（
果
樹
コ
ー

ス
）」を
開
講
し
、親
子
20
組
54
名
が
参
加
し
ま
し
た
。晴
天

の
下
、り
ん
ご
の
摘
果
作
業
を
家
族
で
楽
し
み
ま
し
た
。

園
主
の
帯
刀
さ
ん
は
「
農
業
に
関
心
を
持
つ
多
く
の
み

な
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
け
て
嬉
し
い
。
楽
し
ん
で
作
業
し

て
欲
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
参
加
者
は
、
初
体
験
の
摘
果

作
業
に
苦
戦
し
な
が
ら
も
、
家
族
で
写
真
を
撮
る
な
ど
作

業
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

林
依
茉
さ
ん
は
「
甘
く
て
大
き
い
り
ん
ご
に
な
っ
て
欲
し
い
」
と

笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

地
元
の
わ
さ
び
加
工
品
メ
ー
カ
ー（
株
）マ
ル
井
と
連
携

し
、栽
培
し
て
い
る
陸
わ
さ
び
が
収
穫
期
を
迎
え
ま
し
た
。

同
市
堀
金
の
丸
山
啓
吉
さ
ん
と
ア
イ
コ
さ
ん
夫
婦
は
、

２
㌃
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
陸
わ
さ
び
の
収
穫
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
鎌
を
使
っ
て
80
㌢
ほ
ど
の
青
々
と
し
た
わ
さ
び
を

根
元
か
ら
刈
り
取
り
、
出
荷
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
ま
し
た
。

丸
山
啓
吉
さ
ん
は
「
比
較
的
手
が
掛
か
ら
ず
、
自
分
た

ち
の
ペ
ー
ス
で
作
業
が
出
来
る
。
全
量
買
取
り
も
安
心
要

素
で
、
夫
婦
で
や
る
に
は
ち
ょ
う
ど
い
い
」
と
話
し
ま
し

た
。
収
穫
作
業
は
７
月
上
旬
頃
ま
で
続
き
、
収
穫
量
は
管

内
全
体
で
昨
年
並
み
の
約
30
㌧
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

田
楽
太
鼓
で
豊
作
祈
願　

９
年
ぶ
り
再
開

父
の
日
に
ひ
ま
わ
り
を　

最
盛
期
前
に
目
揃
い
会

テ
レ
ビ
取
材
で
夏
秋
い
ち
ご
Ｐ
Ｒ　

新
品
種
は
糖
度
の
高
さ
が
特
徴

手
作
り
お
弁
当
の
日
に　

地
元
の
ア
ス
パ
ラ
提
供

あ
ぐ
り
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル（
果
樹
コ
ー
ス
）開
講　

り
ん
ご
で
摘
果
作
業
体
験

畑
で
育
て
る
陸（
お
か
）わ
さ
び
収
穫
期　

収
穫
量
30
㌧
を
見
込
む

5月
26日

6月
5日

5月
23日

5月
27日

5月
26日

5月
27日

▲田んぼに太鼓と笛の音色が響いた

▲出荷規格を確認する生産者

▲摘果のポイントを伝える帯刀さん㊧と
参加者

▲陸わさびを収穫する丸山さん

▲夏秋いちごの魅力を伝える堀井さん㊧

▲アスパラガスの特徴を説明する三石さん
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Hot Report 注目・期待！！ あづみトピックス

当
Ｊ
Ａ
管
内
で
令
和
６
年
産
の
安
曇
野
産
果
実
の
ト
ッ

プ
を
切
っ
て
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。果

実
南
部
選
果
所
で
は
、持
ち
込
ま
れ
た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の

検
品
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

営
農
経
済
事
業
部
果
実
課
に
よ
る
と
、大
粒
傾
向
で
、粒
ぞ
ろ

い
も
よ
く
品
質
は
上
々
。順
調
に
生
育
し
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、Ｊ
Ａ
職
員
約
10
人
が
虫
害
果
や
ス
レ
の
ほ

か
、過
熟
果
な
ど
が
パ
ッ
ク
内
に
混
入
し
て
い
な
い
か
検
品
。

等
級
ご
と
に
箱
詰
め
し
、約
１
４
０
パ
ッ
ク（
１
パ
ッ
ク
＝
１
０
０
㌘
）を

Ｊ
Ａ
直
売
所
へ
出
荷
し
ま
し
た
。８
月
上
旬
ま
で
に
約
４
万
８
０
０
０
パ

ッ
ク（
同
）を
首
都
圏
や
関
西
方
面
の
市
場
に
も
出
荷
す
る
予
定
で
す
。

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
部
会
は
、
安
曇
野
市
堀

金
の
そ
菜
特
産
流
通
セ
ン
タ
ー
で
出
荷
目
ぞ
ろ
い
会
を

開
き
ま
し
た
。
部
会
員
や
Ｊ
Ａ
職
員
ら
５
人
が
参
加
、
営

農
経
済
事
業
部
農
産
課
の
小
山
幸
亮
営
農
指
導
員
が
販

売
情
勢
や
出
荷
規
格
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
産
は
生
育
期
の
朝
晩
の
気
温
が
低
か
っ
た

事
に
よ
り
、
生
育
が
若
干
遅
れ
気
味
だ
が
、
ボ
リ
ュ
ー
ム

は
あ
り
品
質
は
良
好
。
徹
底
し
た
選
別
に
よ
り
信
頼
さ
れ

る
産
地
形
成
を
進
め
ま
す
。

唐
澤
秀
昭
部
会
長
は
「
病
害
虫
に
気
を
つ
け
る
と
と
も
に
厳
正
な

選
別
に
よ
り
産
地
の
評
価
に
繋
げ
た
い
」
と
意
気
込
み
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
と
葬
祭
事
業
を
手
が
け
る
県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
長

野
エ
ー
コ
ー
プ
サ
プ
ラ
イ
は
、安
曇
野
市
豊
科
の
Ｊ
Ａ
虹
の
ホ

ー
ル
と
よ
し
な
で「
セ
レ
モ
ニ
ー
フ
ェ
ア
」
を
開
き
ま
し
た
。

盆
提
灯
の
展
示
販
売
や
各
種
相
談
を
受
け
付
け
ま
し
た
。

会
場
に
は
、盆
提
灯
や
霊
前
灯
な
ど
を
展
示
し
た
ほ
か
、

Ｊ
Ａ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
割
引
特
典
が
あ
る
催
事
用
定
期
積
金

「
か
け
は
し
」の
会
員
受
付
や
ギ
フ
ト
商
品
展
示
、葬
儀
・

法
事
に
関
す
る
相
談
も
行
い
ま
し
た
。

盆
提
灯
を
購
入
し
た
組
合
員
は
「
ご
祖
先
を
華
や
か
に

迎
え
入
れ
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
。灯
り
を
頼
り
に
迷
わ
ず
顔

を
見
に
来
て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

安
曇
野
市
豊
科
高
家
に
あ
る
玉
ね
ぎ
共
同
乾
燥
調
製

施
設
で
玉
ね
ぎ
を
初
出
荷
し
ま
し
た
。令
和
６
年
産
は
定

植
期
の
降
雨
や
４
月
の
少
雨
に
よ
り
小
玉
傾
向
で
は
あ
る

が
、地
元
市
場
か
ら
の
引
き
合
い
は
強
く
、消
費
者
ニ
ー
ズ

に
応
え
た
出
荷
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

こ
の
日
は
、乾
燥
の
終
わ
っ
た
玉
ね
ぎ
を
選
果
レ
ー
ン
に

載
せ
、１
玉
ず
つ
手
作
業
で
チ
ェ
ッ
ク
し
た
後
、自
動
で
Ｓ
～

２
Ｌ
の
４
等
級
に
分
け
ら
れ
た
玉
ね
ぎ
を
等
級
別
に
箱
詰

め
し
、約
１
３
０
ケ
ー
ス
（
１
㌜
＝
20
㌔
）を
県
内
や
中
京
方
面
の
市

場
に
出
荷
し
ま
し
た
。選
果
作
業
は
北
海
道
産
が
出
回
る
前
の
７
月

末
ま
で
続
く
見
通
し
で
す
。

次
世
代
の
こ
ど
も
た
ち
に
食
や
農
の
大
切
さ
を
伝
え
る

食
農
教
育
「
あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
」が
ス
タ
ー
ト

し
、今
年
で
９
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。６
月
ま
で
に
、管
内

の
小
学
校
６
校
に
田
植
え
や
大
豆
の
種
ま
き
を
手
ほ
ど
き

し
て
い
ま
す
。苗
な
ど
は
当
Ｊ
Ａ
が
提
供
。

市
立
三
郷
小
学
校
２
年
生
の
大
豆
の
種
ま
き
体
験
学

習
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
職
員
が
手
分
け
し
て
指

導
を
行
い
、
児
童
１
６
３
人
は
同
校
に
隣
接
す
る
畑
に

「
ナ
カ
セ
ン
ナ
リ
」
の
種
を
ま
き
ま
し
た
。

初
め
て
豆
ま
き
を
し
た
と
い
う
児
童
は
「
大
き
く
育
て
て
、

た
く
さ
ん
豆
腐
を
食
べ
た
い
」と
嬉
し
そ
う
に
話
し
ま
し
た
。

夏
秋
い

ち
ご
の
出

荷
が
本
格

化
し
て
い
ま
す
。令
和
６
年
度
は
Ｊ
Ａ

あ
づ
み
夏
秋
い
ち
ご
部
会
全
体
で
出
荷
数
量
20

万
㌔
、販
売
計
画
は
４
億
４
３
３
２
万
円
を
目
指

し
ま
す
。同
部
会
市
場
部
は
12
日
、業
務
部
は
14

日
、安
曇
野
市
で「
出
荷
目
揃
い
会
」を
開
き
ま

し
た
。
両
日
と
も
部
会
員
や
Ｊ
Ａ
職
員
ら
が
参

加
、営
農
経
済
事
業
部
農
産
課
の
手
塚
達
也
営
農

指
導
員
が
出
荷
規
格
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

安
曇
野
産
果
実
出
荷
ス
タ
ー
ト　

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
大
粒
で
品
質
上
々

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
出
荷
目
ぞ
ろ
い
会　

品
質
差
減
ら
し
信
頼
さ
れ
る
産
地
へ

セ
レ
モ
ニ
ー
フ
ェ
ア
開
催　

盆
提
灯
な
ど
多
数
展
示

安
曇
野
産
玉
ね
ぎ
出
荷
始
ま
る　

端
境
期
出
荷
で
高
単
価
目
指
す

あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト　

食
や
農
の
大
切
さ
伝
え
る

夏
秋
い
ち
ご
出
荷
本
格
化　

販
売
計
画
４
億
４
３
３
２
万

6月
12日

6月
6日

6月
12日

6月
19日

6月
6～9日

6月
12・14日

▲検品作業を行うＪＡ職員

▲規格を確認する部会員たち

▲児童に種まきのポイントを手ほどきする
ＪＡ職員㊨

▲規格を確認する部会員

▲盆提灯の特徴を説明する担当者と来場者㊧

▲玉ねぎを選果する選果員ら
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食と農の大切さを伝えますみんなのあした 食と農の大切さを伝えますみんなのあした

第
10
回
記
念
信
州
安
曇
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
開
催

お
に
ぎ
り
振
舞
い
お
も
て
な
し

 

施
設
見
学
通
じ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
ぶ

新
玉
ね
ぎ
の
お
す
す
め
レ
シ
ピ
紹
介

第
10
回
記
念
信
州
安
曇
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
（
実
行
委
員
会
主
催
）
が
、
安
曇
野
市
の

豊
科
南
部
総
合
公
園
を
発
着
点
と
す
る
コ
ー

ス
で
開
か
れ
ま
し
た
。

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
部（
21
．０
９
７
５
㌔
）
に
は
、県
内

外
か
ら
５
０
８
３
人
、フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
の
部
（
２
㌔
）に
は

３
０
４
組
６
６
２
人
が
出
場
。参
加
者
は
時
折
雨
が
降
る
中
、

初
夏
の
安
曇
野
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
女
性
部
員
ら
は
、同
公
園
の
特
設
ブ
ー
ス
で
安

曇
野
産
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」で
握
っ
た
お
に
ぎ
り
約
３
５
０
０
個
と
ね

ぎ
味
噌
（
60
㌔
）を
振
舞
い
ま
し
た
。

ハ
ー
フ
の
部
は
、午
前
８
時
半
の
号
砲
で
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
。大

会
ゲ
ス
ト
で
五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト
有
森
裕
子
さ
ん
（
マ
ラ
ソ
ン
）、柔

道
家
の
篠
原
信
一
さ
ん
ら
の
声
援
を
受
け
、農
業
用
水
路
「
拾
ヶ

堰
」沿
い
な
ど
を
力
走
。　

完
走
後
の
ラ
ン
ナ
ー
を
出

迎
え
た
女
性
部
員
約
10
人
は
、

「
お
疲
れ
さ
ま
」「
ゆ
っ
く
り

休
ん
で
く
だ
さ
い
ね
」
な
ど
と

ラ
ン
ナ
ー
に
労
い
声
を
か
け
て

い
ま
し
た
。

同
Ｊ
Ａ
女
性
部
に
よ
る
お
に

ぎ
り
と
ね
ぎ
味
噌
の
提
供
は

10
年
目
。矢
口
美
智
子
部
長
は

「
部
員
ら
で
協
力
し
、ラ
ン
ナ

ー
の
み
な
さ
ん
に
し
っ
か
り
と

お
も
て
な
し
が
で
き
た
。安
曇

野
産
米
の
Ｐ
Ｒ
に
も
繋
が
っ
た

と
思
う
」と
嬉
し
そ
う
に
話
し

ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
女
性
部
有
明
支
部

は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
学
ぶ
取

り
組
み
の
一
環
と
し
て
安
曇
野
市

に
あ
る
終
末
処
理
場
「
ア
ク
ア
ピ
ア
安
曇
野
」

と
ご
み
処
理
施
設
「
穂
高
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
」
を
視
察
し
ま
し
た
。
部
員
21
名
が
参
加
、

施
設
内
を
見
学
し
な
が
ら
、
施
設
管
理
者
に

疑
問
点
を
質
問
す
る
な
ど
、
施
設
の
仕
組
み

や
役
割
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

秋
山
や
よ
い
支
部
長
は
「
豊
か
で
美
し
い

水
と
大
地
を
守
る
た
め
暮
ら
し
の
中
で
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
想
い
を
深
く
し
、
実
践
す
る
大
切

さ
を
部
員
ら
と
と
も
に
確
認
で
き
有
意
義
な

学
習
会
と
な
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

安
曇
野
市
で
玉
ね
ぎ
祭
り
（
実
行
委
員
会
主
催
）
が
開
か

れ
、
直
売
と
収
穫
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
む
家
族
連
れ
な
ど
で
賑

わ
い
ま
し
た
。
同
市
豊
科
に
あ
る
（
農
）
あ
ぐ
り
安
曇
野
（
＝

田
中
榮
夫
組
合
長
）
の
圃
場
で
は
、
長
野
朝
日
放
送
の
「
駅

テ
レ
マ
ル
シ
ェ
」
の
収
録
が
行
わ
れ
、
Ｊ
Ａ
あ
づ
み
女
性
部
南
穂

高
支
部
員
５
人
が
出
演
し
ま
し

た
。部

員
ら
は
、
タ
レ
ン
ト
や
県

内
の
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
に
新

玉
ね
ぎ
を
使
っ
た
丸
ご
と
煮
や
天
ぷ
ら
な

ど
お
す
す
め
の
レ
シ
ピ
を
紹
介
。
試
食
を

通
じ
て
地
域
の
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

山
﨑
よ
し
み
支
部
長
は
「
部
員
の
み
な

さ
ん
に
協
力
い
た
だ
き
、
地
域
の
た
め
に

玉
ね
ぎ
の
美
味
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
で
き
て
よ
か

っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

6月
2日

5月
31日

6月
15日

▲走り終えたランナーにネギ味噌を振る舞う部員たち㊨

▲新玉ねぎの美味しさをＰＲしました

ＪＡあづみ
女性部

▲施設の役割や仕組みを学びました
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笑顔あふれる輝く毎日あしたへのあんしん

楡
の
畑
の
玉
ね
ぎ
を
収
穫

し
ま
し
た
。
利
用
者
さ
ん
は

玉
ね
ぎ
の
生
育
状
況
を
見
な

が
ら
、
収
穫
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
の
で
、
み
な
さ
ん
は
り
き
っ
て

収
穫
作
業
を
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
少
し
小

ぶ
り
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
有
り
難
い
自
然

の
恵
み
に
感
謝
し
、
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま

す
。母

の
日
に
は
、
楡
の
お
母
さ
ん
達
に
感

謝
を
込
め
て
手
作
り
カ
ー
ド
と
手
作
り
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
お
花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し

た
。
い
つ
も
お
手
伝
い
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

薔
薇
の
綺
麗
な
時
期
に
も
な
り
ま
し
た
の

で
、
安
曇
野
市
豊
科
の
近
代
美
術
館
に
薔
薇

を
見
に
出
掛
け
ま
し
た
。
色
と
り
ど
り
の
豪

華
な
薔
薇
の
花
に
う
っ
と
り
と
し
、「
綺
麗

だ
ね
～
」「
い
い
香
り
が
す
る
」
な
ど
と
歓

声
を
上
げ
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。

初
夏
の
陽
気
に
汗
ば
む
日
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
畑
作
業
も

本
格
的
に
始
ま
り
、
今
回
は
さ
つ
ま
芋
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

職
員
が
耕
し
た
畝
に
利
用
者
さ
ん
に
苗
を
植
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
慣
れ
た
手
つ
き
で
「
こ
の
辺
り
で
い
い
の
」、「
育
っ
た

ら
ど
う
や
っ
て
食
べ
る
？
」
な
ど
と
話
し
な
が
ら
作
業
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
後
日
た
ま
ね
ぎ
を
収
穫
し
ま
し
た
。
利
用
者
さ
ん
と
一
緒
に
収
穫
作

業
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
大
き
な
玉
ね
ぎ
に
な
っ
た
ね
～
」「
早
く

食
べ
て
み
た
い
ね
」
な
ど
と
収
穫
の
喜
び
を
堪
能
し
ま
し
た
。

6 月 6 日、安曇野市豊科南穂高の畑で第
13 回生き活き塾を開講しました。昨年の
10 月に播種した菜の花の刈り取りを行い
ました。今後、搾油し管内の給食センター
に寄贈する予定です。

福祉相談会のお知らせ
『日　時』　7月17日（水）
　　　　　10時～12時

『場　所』　ＪＡあづみ南穂高ふれあいセンター
『内　容』　福祉の専門家（介護支援専門員・

介護福祉士）がわかりやすく相談に
応じます。※相談無料　予約優先

ご予約・問い合わせ先
　JAあづみ訪問介護事業所　0263-72-2148
　JAあづみ居宅介護支援事業所　0263-87-0380

令和6年度
「あんしんセミナー」のご案内

“自分のこと、ちょっと地域の事考えよう。
拡げよう地域の助け合い！”

月／日 曜日 演　題　　　講　師

3回 7月27日 土

みんなが自分を生かし
地域で生き活き
講師：安曇野市公民館長
藤松信二郎さん

4回 8月10日 土

より安心して暮らすことが出
来る地域共生社会を目指して
講師：地方独立行政法人東京都
健康長寿医療センタ－研究所
社会参加と社会貢献チーム研究員
櫻井良太さん

〈セミナー会場〉
地域支え合いセンターあんしん

〒 399-8201　安曇野市南穂高 2728-1
参加費：各回 600 円（一般 1,200 円）

相談
無料
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63

年金の専門家（社会保険労務士または年金相談員）
がわかりやすく相談に応じます。
夜間や週末も開催しております。お仕事帰りやお

休みの日にもお気軽にお越し下さい。

応募締切
7月19日㈮必着

① 小説を書く人をこう呼ぶことも
③ 貼り合わせて合板を作ります
⑥ アジやイワシと並んでよく食べられる

青魚
⑦ 天の川を渡って織り姫に会いに行きま

す
⑧ 春がスプリングなら夏は
⑩ 目で見える範囲のこと
⑫ 手首のこと。――バンド
⑭ 2024 年の夏季五輪が行われる都市
⑯ 渡り――を通って隣の校舎へ行った
⑱ アウターの反対語
⑳ ウイスキーはこの中で熟成します
� 病気の治療や予防に使われます
� 打ち上げ――、線香――

① 七夕の短冊を付ける植物
② 鳥が羽ばたかせるもの
③ 東北地方で牛のこと
④ だしじゃことも呼ばれます
⑤ ひ孫の子どもです
⑦ ロンドンの――空港は英国最大の国際

空港です
⑨ ポンポンと地面で突いて遊びます
⑪ 高校球児が試合をするときに履きます
⑬ ピサにあるものは傾いていることで有

名です
⑮ シャンプーの後で使う人もいます
⑰ 侍が腰に差していたもの
⑲ ――ふり構わずがむしゃらに取り組ん

だ
� 漢字などにつける小さな文字

応募総数 51 通
　当選者　安曇野市　　荒井さん
　　　　　安曇野市　　中田さん
　　　　　松 本 市　　斉藤さん

A.6 月号の答え

二重マスの文字をA～Eの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？

Q.

正解の中から抽選で３名
の方に、JA まごころ商品
券（1,000円分）をプレゼン
トします。

（毎月 20 日頃発送）

（1）フライパンにオリーブ油、ニンニク、 アンチョビフィレ、 タカノ
ツメを入れ、弱火で5 分ほど温め、 タカノツメを取り出す。

（2）鍋に1Lの湯を沸かし、塩13g(分量外)を加えてスパゲティを
ゆで、ゆで時間の1 分前にあげる( ゆで汁は取っておく)。

（3）（1）のフライパンにゆで上がったスパゲティを入れ、ゆで汁
を大さじ 3 ほど加え、中火にかけ、ゆで汁を吸わせておく。

（4）ボウルに合わせたあえ衣と (3) のスパゲティを入れて混ぜ
合わせ、 皿に盛り付け塩・こしょうを振って出来上がり。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
ナ ガ グ ツ

材料（2人分）

作り方

初夏の野菜の
ペペロンチーノ

（JA 広報通信より引用）

日　　時 場　所

 7月17日（水） 9：00～15：00 三田ふれあい
センター

18日（木） 17：00～19：00 梓川支所

 8月17日（土） 10：00～16：00 三郷支所

19日（月） 9：00～15：00 堀金支所

21日（水） 9：00～15：00 豊科支所

22日（木） 17：00～19：00 穂高支所

24日（土） 10：00～16：00 有明出張所

27日（火） 9：00～15：00 倭ふれあい
センター

スパゲティ（1.6mm） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 100g
ニンニク（みじん切り） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1 片
アンチョビフィレ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1 枚
タカノツメ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1 本
オリーブ油‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 大さじ 2
　　キュウリ （すりおろし） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1 本
　　トマト （1cm 角切り） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1 個
　　ミョウガ （輪切り） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 2 個
　　大葉（千切り） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10 枚
　　ナンプラー‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 小さじ 2
　　レモン汁‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 小さじ 2
塩・こしょう‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 適宜

あ
え
衣
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編　集　後　記

家族と過ごす時間を大切に。
レジャープランは気合いを入
れて。華やかなスポットにツ
キがあります。おしゃれも吉

思うようにならないことが多
くいら立ちがちですが、それ
も次第に解消。後半は味方が
現れます。友人とお茶を

予定は前倒しで進めましょう。
下旬は暑気払いプランを計
画。生活にめりはりをつけると
より充実。メモの習慣がO

困難を乗り越えて結果を出せ
ます。諦めずに忍耐力を発揮
しましょう。旅行は初めての
場所にツキあり

高め安定運。 ルーティンワー
クの効率アップを図りましょ
う。余裕が生まれ、いい思い付
きがありそう。旅行が吉

スローペースですが進展が見
られます。後半、運勢は大き
く上昇。あなたの望む方向に
風向きが変化。地道に交渉を

勢いのある好調運。イニシア
チブを発揮すれば、さらに充
実。周りからも感謝されます。
人の集まる席にツキ

運勢は盛り上がりを見せてい
ます。一筋縄ではいきません
が、ワクワクするような体験
も。バカンスの予定を立てて

上昇運。うまくいかないこと
は原因究明から。正攻法が解
決への近道です。交渉は後半
が有利。準備は入念に

気になることは多そうです
が、あまり神経質にならない
ように。おとなしく待ってい
た方が好結果に。掃除が吉

コミュニケーション運が活発
化。疎遠になっていた人とも
連絡が取れそう。同窓会など
を企画するのもお勧めです

良好運。前半は大きな追い風
に恵まれます。善は急げで行
動を。後半は話をよく聞き冷
静に。感情的にならないで

スクラム 6月18日現在

〈6月26日開催〉
●第 1・四半期決算概況について　
●信用事業及び信用事業に係る財産の状況に関する説明書類
（ディスクロージャー誌）について　他

●直売所「安曇野スイス村ハイジの里」登録会員／ 722

理事会報告

　あっという間に 7 月がやってきて熱中症に注意
が必要な季節になりました。屋内にいるときやの
どが渇いていない時もこまめな水分補給を行い、
熱中症を予防しましょう。
　7 月の連休には家族でプチ旅行に行く予定です。
日常の忙しさを忘れ、ゆっくりとした
時間を楽しみたいと思います。
　　　　　　　　　（Y・N）

少
し
ば
か
り
畑
で

野
菜
作
り
を
し
て
お

り
、広
報
誌
の「
そ
菜
」の
記

事
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
天
候
不
順
で
悩

み
な
が
ら
の
野
菜
作
り
で
す
。

（
安
曇
野
市　

島
田
さ
ん
）

安
曇
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
息
子
達
が
参
加
し
ま

し
た
。雨
の
中
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

予
想
以
上
に
大
変
だ
っ
た
そ
う
で

す
が
、い
い
経
験
が
で
き
た
と
喜

ん
で
い
ま
す
。

（
安
曇
野
市　

塩
川
さ
ん
）

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
を
見
て

き
ま
し
た
。20
ｍ
超
の
ハ
ン
ノ

キ
や
ヒ
ノ
キ
、キ
ハ
ダ
、オ
オ
ヤ

マ
レ
ン
ゲ
な
ど
が
咲
き
自
然
の

山
の
中
の
よ
う
な
庭
で
し
た
。

（
安
曇
野
市　

降
旗
さ
ん
）

ハ
イ
ジ
の
里
の
周
年
祭
に
出
か

け
ま
し
た
。
農
産
物
の
イ
ベ
ン

ト
会
場
は
大
盛
況
で
し
た
が
、

玉
ね
ぎ
を
買
い
ま
し
た
。
採
れ

た
て
の
安
曇
野
産
玉
ね
ぎ
は
Ｐ

Ｒ
通
り
の
味
で
大
満
足
で
す
。

（
松
本
市　

齋
藤
さ
ん
）

経
験
豊
富
な
介
護
の
プ
ロ
で
あ

っ
て
も
、
い
ざ
自
分
が
家
族
の
介

護
を
す
る
立
場
に
な
る
と
、
い
つ

も
と
同
じ
判
断
が
で
き
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
実
の
親
に
怒
鳴
っ
て
し
ま
っ
た

　
ベ
テ
ラ
ン
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
15
年

の
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
Ｋ
さ
ん(
男

性
・
50
代)

の
父
親
は
、
車
で
20

分
ほ
ど
離
れ
た
実
家
で
1
人
暮
ら

し
を
し
て
い
ま
す
。
父
親
に
物
忘

れ
症
状
が
出
て
い
る
こ
と
に
気
付

い
た
Ｋ
さ
ん
は
、
病
院
で
の
診
断

や
介
護
保
険
の
申
請
を
促
し
ま
す

が
、
父
親
は
「
何
も
困
っ
て
い
な

い
！
必
要
な
い
！
」
と
聞
き
入
れ

ま
せ
ん
。
Ｋ
さ
ん
は
、
父
親
を
否

定
せ
ず
、
寄
り
添
い
な
が
ら
説
得

し
て
い
ま
し
た
が
、
不
安
と
心
配

が
募
っ
て
余
裕
が
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
先
日
、
と

う
と
う
「
い
い
か
げ
ん
に
し
ろ
！

も
う
、
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
状
況

な
ん
だ
と
認
め
ろ
よ
！
」
と
、
怒

鳴
り
つ
け
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

Ｋ
さ
ん
は
「
プ
ロ
と
し
て
、
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
言
動
を
取
っ
て
し

ま
っ
た
…
…
」
と
、
自
信
を
失
い

か
け
た
そ
う
で
す
。

■
他
者
で
あ
る
プ
ロ
の
介
入
が
必

　
要
不
可
欠

　
家
族
の
介
護
に
直
面
し
た
と
き

は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

は
じ
め
と
し
た
窓
口
と
つ
な
が
る

こ
と
が
、
適
切
な
支
援
を
受
け
る

第
一
歩
で
す
。
冷
静
に
な
っ
た
Ｋ

さ
ん
は「
自
分
だ
け
で
父
を
説
得

し
よ
う
と
し
て
し
ま
っ
た
」と
、実

家
近
く
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
に
電
話
し
ま
し
た
。
相
談
員
か

ら
「
お
話
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
、

と
訪
問
す
る
形
で
認
定
調
査
を
す

る
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
」
と

の
提
案
が
あ
り
、
そ
の
後
2
カ
月

ほ
ど
で
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
段
取
り
が
つ
き
ま
し
た
。

Ｋ
さ
ん
は
、「
家
族
と
は
距
離

感
が
異
な
る
他
者
の
関
わ
り
が
あ

っ
て
こ
そ
、
介
護
は
う
ま
く
い
く

の
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
」
と
話
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
家
族
だ
け
で
介

護
を
抱
え
込
み
が
ち
な
人
に
も
自

分
の
体
験
を
伝
え
、
プ
ロ
の
介
入

を
積
極
的
に
呼
び
か
け
て
い
る
そ

う
で
す
。

介
護
の
プ
ロ
で
あ
っ
て
も
難
し

い
の
が
自
分
の
家
族
へ
の
対
応
で

す
。
プ
ロ
で
な
い
私
た
ち
で
あ
れ

ば
な
お
さ
ら
で
し
ょ
う
。
1
人
で

頑
張
ら
ず
、
プ
ロ
を
ど
ん
ど
ん
頼

っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

介
護
の
プ
ロ
で
も
、
自
分
の
家
族
の
介
護
は
難
し
い

介
護
者
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
協
会
代
表
●
橋
中 

今
日
子
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JAあづみは松本山雅F.C.を応援しています

JAあづみHP

あづみ農業協同組合 SNS で旬な情報を投稿しています

と　きと　き

ところところ

農業機械・園芸用品・農作業用品農業機械・園芸用品・農作業用品
スマート農機具の展示・食料品・家電製品スマート農機具の展示・食料品・家電製品
家庭用品・自動車家庭用品・自動車などなど 大奉仕価格で販売！大奉仕価格で販売！

第第
5050
回回かかし祭りかかし祭り
77//1313土土・・1414日日
午前8時30分～午後3時まで午前8時30分～午後3時まで

ＪＡあづみ総合事業基地　みどりの店ＪＡあづみ総合事業基地　みどりの店
ファミリーマート烏川店、JAオートパルファミリーマート烏川店、JAオートパル

安曇野市堀金安曇野市堀金

イベントのご案内
●●安曇野市消防団音楽ラッパ隊演奏安曇野市消防団音楽ラッパ隊演奏‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 9：00～9：00～
●●女性部シャベラーズ26（スコップ三味線演奏）女性部シャベラーズ26（スコップ三味線演奏）‥‥‥‥‥‥ 11：00～11：00～
●●和太鼓 辿（てん）による演奏和太鼓 辿（てん）による演奏‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13：00～13：00～

●●楽しい家庭菜園教室楽しい家庭菜園教室‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 9：00～9：00～
●●安曇野キッズダンス安曇野キッズダンス‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11：00～／13：00～11：00～／13：00～

●●ＪＡスタンプラリーＪＡスタンプラリー‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 8：30～15：008：30～15：00
●●わくわく大縁日わくわく大縁日‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 8：30～15：008：30～15：00
●●虹マスつかみどり大会虹マスつかみどり大会‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10：00～／14：00～10：00～／14：00～

かかしかかし
  人気投票  人気投票
　   実施します　   実施します

※イベントは、天候等により中止となる場合もありますので、ご了承ください。
ご不明な点がありましたら、営農経済事業部までお問い合わせください。

名物かかし

大集合!!

13日
（土）

14日
（日）

両日

（☎0263-73-6860）

入場
無料

創立60周年記念企画創立60周年記念企画

（みどりの店は午前8時30分～午後6時30分まで）（みどりの店は午前8時30分～午後6時30分まで）


